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東京都島しょ地域では、島内で発生した急患が必要とする高度医療を、迅速に内地で受診できるように

東京消防庁ヘリコプターによる救急患者搬送（急患ヘリ）を行っています。

新島も例外ではなく、空港職員は昼夜を問わず交替で急患ヘリに備えています。

いざ急患が発生すると、患者搬送車の受入れや、急患ヘリが安全に飛行できるか判断するための航空気

象観測を実施し、夜間であれば着陸地点視認のために着陸灯を並べて急患ヘリを待ちます。そして急患ヘ

リが到着すると、空港職員が風向等を考慮して停止位置まで誘導します。

深夜に急患が発生した際は少々辛いですが、もっと辛く苦しい思いをしている患者さんが一分一秒でも

早く高度医療を受診して元気になるためには、必要不可欠な業務です。

                    

東京消防庁ヘリコプター「つばめ」（東京消防庁ＨＰより転載）

                                    （東京消防庁ＨＰより転載）

                       着陸灯（全３０個）

青・赤・白・緑があり、色と設置位置により示す意味が違う

今後とも、東京消防庁や新島村国民健康保険診療所、東京航空局などの関係各機関と連携して、３６５

日・２４時間体制で急患搬送に備えます。

平成 20 年度より、主に西からの波浪に対して定期船及びジェットフォイルの安定的な就航を図るため

整備を進めてきた防波堤（北）工事について、平成 29 年度工事で計画延長までの整備が完了しました。

防波堤（北）の整備は、定期船、ジェットフォイルの就航率向上に寄与し、特にジェットフォイルの就

航率については、飛躍的に向上しております。今後は更なる静穏度の向上を目指してパラペットの整備を

進めていきます。

防波堤（北）の整備状況 パラペットの整備効果（羽伏漁港）
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